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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５５】
　最も好ましいAr2は、少なくとも１つの、好ましくは１つの親水性置換基を有するチエ
ニル、ピロロ又はフェニル基である。前記チエニル、ピロロ又はフェニル基に結合される
そのような親水性置換基は、式Iの分子に良好な溶解性を付与する残基である。それらは
、特にカルボキシル基、カルボキシレート、カルボキサミド、OH又はOH担持のアルキル基
、又はヒドラジドカルボニル基を包含する。Ar2上の親水性置換基を通しての式Iの化合物
の溶解性の改良は、溶液にされる医薬化合物のために特に興味あるものである。
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